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経済企業委員会会議録 

 

平成２６年６月１７日 火曜日 

  午前１０時０２分開議 

  午前１１時４５分閉議（実時間 ９８分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第５４号・平成２６年八代市一般会計

補正予算・第２号（関係分） 

１．所管事務調査 

 ・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

  （被災農業者向け経営体育成支援事業（平

成２５年度の大雪）について） 

  （平成２５年度「東陽交流センターせせら

ぎ」における燃料費増加への対応につい

て） 

 ・病院・水道事業に関する諸問題の調査 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  増 田 一 喜 君 

副委員長  野 﨑 伸 也 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  笹 本 サエ子 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  松 永 純 一 君 

委  員  村 上 光 則 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

商工観光部長     宮 村 博 幸 君 

 商工観光部次長   宮 村 明 彦 君 

 商工振興課長    川 野 雄 一 君 

 観光振興課長    水 本 和 博 君 

 国際港湾振興課長   桑 原 真 澄 君 

健康福祉部 
 
  理事兼 
            硴 塚 康 浩 君 
  健康福祉政策課長 
 

 農林水産部長     橋 口 尚 登 君 
 
  農林水産部 
            垣 下 昭 博 君 
  総括審議員兼次長 
 

  水産林務課長    沖 田 良 三 君 

  農地整備課長    潮 崎   勝 君 
 
  農地整備課長補佐 
            林 田 安 男 君 
  兼農地管理係長 
 

  農業政策課長    小 堀 千 年 君 

 企画政策部 
 
  東陽支所 
            松 岡   猛 君 
  総務振興課長 
 
 

                                

○記録担当書記     岩 﨑 和 平 君 

 

（午前１０時０２分 開会） 

○委員長（増田一喜君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

それでは、定刻となり定足数に達しましたの

で、ただいまから経済企業委員会を開会いたし

ます。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第５４号・平成２６年八代市一般会計補

正予算・第２号（関係分） 

○委員長（増田一喜君） それでは、予算議案

の審査に入ります。 

 議案第５４号・平成２６年度八代市一般会計

補正予算・第２号中、当委員会関係分を議題と

し、説明を求めます。 

 まず、歳出の第６款・商工費について、商工

観光部から説明願います。 

○商工観光部長（宮村博幸君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） 宮村商工観光部長。 

○商工観光部長（宮村博幸君） はい。改めま
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しておはようございます。（｢おはようござい

ます」と呼ぶ者あり） 

 それでは、早速でございますが、議案第５４

号・平成２６年度八代市一般会計補正予算・第

２号中、第６款・商工費につきまして、宮村商

工観光部の次長が説明をいたしますので、御審

議方よろしくお願いをいたします。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。商工

観光部次長の宮村明彦です。どうぞよろしくお

願いいたします。恐れ入りますが、座って説明

させていただきます。 

○委員長（増田一喜君） はい。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） 議案第５４

号・平成２６年度八代市一般会計補正予算書・

第２号の１４ページをごらんください。 

 はい。まず、款６・商工費、項１・商工費、

目２・商工振興費の補正額１０９４万１０００

円をお願いするもので、補正後は８億７５１８

万７０００円となります。 

 財源内訳といたしましては、国県支出金が４

２３万１０００円、これは県の緊急雇用創出基

金でございます。その他１１０万円、これは自

治総合センターコミュニティ助成金、いわゆる

宝くじ助成金でございます。また、一般財源が

５６１万円となっております。 

 節欄をごらんいただきたいと思います。節１

１・需用費１０１万円は、説明欄にありますハ

ーモニーホール管理運営事業で、ハーモニーホ

ールの非常用発電機のバッテリーに経年劣化に

よる電圧低下が見られ、停電時に起動できなく

なるおそれがあることが判明したため、バッテ

リー等の取りかえを行うものでございます。 

 なお、設備の点検は毎月実施しており、３月

の点検で異常が認められ、４月の点検におい

て、至急、バッテリー交換が必要となったこと

から、補正をお願いするものでございます。 

 節１３・委託料４２３万１０００円は緊急雇

用創出基金事業で、八代市シルバー人材センタ

ーに委託予定です。 

 事業内容は、就業開拓員を雇用し、シルバー

人材センター内での技術やマナー研修の開催だ

けでなく、センターの外、センター外でも講習

等を行い、受注業務の拡大や会員の増加につな

げるとともに、就業機会の増加を図ることとし

ております。 

 事業費の主なものは、平成２６年７月から翌

年３月までの９カ月間、就業開拓員１名の人件

費及び活動のための車両リース料、啓発用のパ

ンフレット印刷費となっております。３月に県

より連絡があったため、補正をお願いするもの

でございます。 

 節１９・負担金補助及び交付金５７０万円

は、説明欄にありますクルーズ客船誘致事業と

子どものマチ・ミニやっちろとなっておりま

す。 

 まず、クルーズ客船誘致事業は、外国クルー

ズ船が１０月１８日から１９日までの２日間、

全国花火競技大会観覧等のため、八代港に入港

する際の物産展開催等経費として、八代港港湾

振興協会にお願いするものでございます。 

 なお、外国クルーズ船の寄港につきまして

は、中国の旅行会社からの打診はあっているも

のの、いまだ決定には至ってはおりません。し

かしながら、９月議会での予算計上では準備に

支障を来すこととなるため、今議会でお願いす

るものでございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 事業費の主なものは、テント設置及び撒去、

バリケード設置及び撤去となっております。 

 次に、自治総合センターコミュニティ助成事

業、子どものマチ・ミニやっちろ２０１４の開

催経費は、ミニやっちろ実行委員会が本町アー

ケード街を会場に子供のまちをつくり、子供た
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ちがお店の体験やハローワーク、銀行、警察、

清掃等の仕事をしながら、各店主より商店街の

歴史を学習し、ふるさと八代や商店街を好きに

なるとともに、企業家精神の育成や将来の出店

者となるよう、機会の提供を図る事業へ補助す

るものでございます。 

 事業費の主なものは、店舗使用料やチラシ、

ポスター制作費となっております。４月に内示

があったため、補正をお願いするものでござい

ます。 

 次に、目３・観光費は、補正額１５４万６０

００円をお願いするもので、補正後は２億３７

６８万９０００円となります。 

 財源内訳としましては、国県支出金が１５４

万６０００円、これは県の地域づくり夢チャレ

ンジ推進補助金でございます。 

 節欄をごらんください。節１３・委託料１５

４万６０００円は八代魅力発信チャレンジ事業

で、平成２６年度当初予算で御承認いただきま

した車両ラッピング広告事業を拡充し、事業費

３０９万２０００円とし、さらなる本市地域ブ

ランドの認知度の向上を図るものでございま

す。 

 具体的には、８月初旬から１１月初旬ごろま

での３カ月間、福岡市内の宅配業者に事業委託

を行い、市内を走行する宅配車両に妙見祭、全

国花火競技大会等のラッピングを行い、本市の

魅力発信を行うとともに、ラッピング車両を見

かけた応募者の中から抽選で八代の特産品等が

当たるという、ラジオ等のメディアを巻き込ん

だキャンペーンをあわせて展開することによ

り、広告宣伝の相乗効果を図るものでございま

す。 

 事業費の主なものは、車両ラッピング経費と

メディアによる広告宣伝費となっております。

県より５月に内示があったため、今回、補正を

お願いするものでございます。 

 以上で、今回、補正をお願いしております商

工振興費分１０９４万１０００円、観光費分１

５４万６０００円、合計１２４８万７０００円

の５つの事業の説明を終わります。御審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（亀田英雄君） 一ついいですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） はい。ハーモニーホー

ルの管理運営事業についてですが、これ発電機

のバッテリーですたいね。バッテリー交換ばっ

かり１００万かかるというと、ちょっと想像で

きぬとですばってんが、もう少し詳しくお話し

いただけませんか。 

○委員長（増田一喜君） 川野商工振興課長。 

○商工振興課長（川野雄一君） このバッテリ

ーはですね、消防法に適応したバッテリーとい

うことで、普通のバッテリーよりちょっと高価

といいますか、値段が高いやつをつけなさいと

いうことで、消防法で指定されてるということ

で、値段が高いバッテリーということになって

おります。はい。 

○委員（亀田英雄君） そやん……。はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 発電機のバッテリーて

いうたってですばい、１つ１０万もせぬとです

けん。１００万にかかっていうとは、そっでち

ょっと高いて話じゃなかですよね。 

○委員長（増田一喜君） はい、川野課長。 

○商工振興課長（川野雄一君） はい。普通、

車のバッテリーで同じような容量だったら金額

的には安く抑えられるかなということでござい

ますけど、特殊なバッテリーということで、災

害とかそういうのに対応できるようなバッテリ

ーということで、高価な値段になっているとい

うことでございます。 

 はい、以上でございます。（委員亀田英雄君
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「わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい。ほかにありま

せんか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。済みません、今

のに関連ですが、大体そのバッテリーの有効期

限といいますか、それはどれぐらいあるんです

か。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） 通常、５年

から７年と言われておりまして、今回、非常に

点検がよかったのか、１４年ほど経過している

ところでございます。 

 以上でございます。（委員前垣信三君「いい

です、はい」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。コミュニティ助

成事業、この子どものマチ・ミニやっちろとい

うのは新しい事業のような気がするんですが、

コミュニティ助成事業は、イベントは何回も使

うわけにいきませんので、来年度以降は、──

もうこれはことしで終わるのか、単費ででも市

単独でもやるのか、あるいはほかの財源を考え

ておられるのか、その辺、何かあったら教えて

いただきたいと思います。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 宮村次長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。その

辺につきましては、実行委員会とまた打ち合わ

せをさせていただきたいと思っております。 

 この事業につきましては、そもそもちびっこ

商店街といいまして、本町１丁目さんを中心と

して、先ほど言いましたように、子供さんたち

が職業体験をされるような事業でございまし

て、ホームページをごらんいただくとわかるん

ですけど、１００人以上がお店の開店前に並ぶ

というような事業でございます。子供さんたち

が八代を好きになって、それと出店もしてもら

うことを考えれば、この事業を続けていかなき

ゃいけないのかなというふうに思っております

が、今、議員さん御心配のとおり単年度事業で

ございますので、来年度以降につきましては、

また実行委員会と打ち合わせをさせていただき

たいと思ってます。 

 以上でございます。 

○委員（松永純一君） いいですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） じゃあ、継続してやり

たいということで、その財源は考えてないと、

今後、考えていくという理解でいいですか。

（商工観光部次長宮村明彦君「はい、そうでご

ざいます」と呼ぶ）はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。先ほどのハーモ

ニーホールのバッテリーの件なんですけれど

も、これは非常用の電気ということなんです

が、場所はどこら辺に置いとられます。という

のが、電源喪失とかってなったときにですね、

困るんじゃないかなというのは、津波でです

ね、やられたっていうのは、いろいろそういっ

た他の自治体でですね、使えなくなったとかっ

ていうのがあったんですけど、あそこがどのぐ

らいの海抜なのかもちょっとわからないんです

けれども、置く場所っていうのも、それはちょ
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っと考えたほうがいいのかなていう、ちょっと

思いがあったんでお聞きしたいんですけど。 

○委員長（増田一喜君） 川野課長。 

○商工振興課長（川野雄一君） はい。場所は

ハーモニーホールの東側のほうにまた建屋がご

ざいまして、そこに設置をされてるということ

でございます。高さは、レベル的にはハーモニ

ーホールと変わらないようなレベルのところに

設置しているということでございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） 若干答えになってない

と思うんで。海抜がどのくらいで、津波が来た

ときに、あそこがどんぐらい浸水するのかとか

っていうのまで考えて、場所は考えたほうがい

いと思うんですけど、ちょっとそこら辺、何か

答えられないですか。 

○商工観光部長（宮村博幸君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 宮村部長。 

○商工観光部長（宮村博幸君） はい。御質問

ごもっともではございますが、今、私の知り得

とる範囲内で、あそこが海抜何メートルという

こと、それから津波の被害があるのかないの

か、申しわけありません、そこまで把握を現在

しておりません。 

 確かにおっしゃるとおり、非常用の電源であ

りますので、そういったものも含めて、置く場

所等については協議をさせていただきたいと思

います。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。防災のほうでで

すね、いろいろと出されてますんで、そういっ

たところを加味しながらですね。何かあったと

きに使えないと、本当に置いとっても何もなら

ぬもんですけんが、置き場所はやっぱそういっ

たことをきちっと考えてからですね、対応して

ください。 

 ほかのですね、施設にもそういったものが多

分あると思うんですよ。ハーモニーだけじゃな

くて、そやんとこもちょっと調べておいて検討

されますようにお願いしときます。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。済みません、今

のちょっと関連ですが、バッテリーはいいんで

すが、発電装置、要はその、物は大丈夫なんで

すか、期間的なものは。自家発電装置。 

○委員長（増田一喜君） はい、川野課長。 

○商工振興課長（川野雄一君） 発電装置のほ

うもですね、毎月点検をやっておりまして、異

常がないということで、異常があれば、また指

摘があると思いますけど、通常は使用できるよ

うな状態であるということでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。非常用電源です

から、非常事態がない限りは作動せぬもんです

から、寿命そのものは長くもつと思うんですけ

れども、過去に電源装置を交換なり、修理をさ

れたような、そういった経過はありませんか。 

○委員長（増田一喜君） 川野課長。 

○商工振興課長（川野雄一君） 修理に関して

は、点検票をちょっと確認しないとわかりませ

んけど、私が知る限りでは、過去にそういう大

がかりな修理はなかったということで認識をし

ております。 

 以上でございます。（委員前垣信三君「は

い、いいです」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） 済みません、もう一

つ。これは県支出金の１００％ですから問題な



 

－6－ 

いと思うとですが、この緊急雇用創出基金事業

の就業開拓員って書いてありますが、これ、具

体的にはどういう人を選ばれて、どういう作業

をなさるんですかね。 

○委員長（増田一喜君） 硴塚健康福祉部理事

兼健康福祉政策課長。 

○健康福祉部理事兼健康福祉政策課長（硴塚康

浩君） はい。健康福祉政策課の硴塚でござい

ます。よろしくお願いいたします。 

 今回の緊急雇用基金事業ですけれども、就業

開拓員といいますのは、企業の仕事を結局、開

拓するわけですけど、それと会員に仕事を持っ

てくるといいますか、今のところはですね、非

常にこう、なかなかこういう仕事をできる人と

いうのはまれというか、なかなかいないていう

ことでですね、所管のほう、ハローワークのほ

うにですね、当たっておりまして、ハローワー

クを通じて適当な人材を探すということで、今

のところ１人、オファーといいますか、当てが

ある人材が１人いるということで、その方に、

できたらこの開拓員を受けていただきたいとい

うことで進めております。 

 以上でございます。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、宮村次長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） シルバー人

材センターにお尋ねしましたところですね、

今、シルバー人材センターの主な仕事としまし

ては、幾つか例示を挙げさせていただくと、例

えば植木の剪定ですとか除草ですとか、あるい

は家事援助サービスですとか、あるいは農作業

の手伝いとかが大体中心となってるそうでござ

います。 

 会員さんも減少してる傾向にあるそうでござ

いますので、各企業さんへの訪問、企業訪問さ

れまして、そこのお仕事の幾ばくかでもです

ね、シルバー人材センターの会員さんが仕事が

できないのか、そういうことを開拓されている

と。だから企業訪問されるということが一つ

と、それから、その企業さんによりましては、

少しスキルを学ばなきゃいけないというような

ことがあるかと思いますので、スキルを、研修

をさせて身につけていただくような、そんなお

仕事をされるというようなことを聞いておりま

す。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（前垣信三君） いいです、いいです。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。今の関連なんで

すけれども、会員が減少されてるっていうの

は、登録されてる、仕事をしたいという方が減

ってるというような状況ですか。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 宮村次長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。ここ

数年、減少傾向にあるというふうにお聞きしま

した。（委員野﨑伸也君「わかりました。は

い」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員（野﨑伸也君） あ、はい。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） 済みません、別のとこ

ろで聞きたいんですけど。済みません、さっき

の地域づくり夢チャレンジ推進事業というのが

お話あったんですけど、これ、当初予算で予算

計上されて、プラスアルファまたやりたいとい

う話なんですけれども、当初予算でもう事業進

められておって、それが非常に好調なんで、ま

たやりたいっていう話なんですか。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 宮村次長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。まだ

着手はしていないところでございます。（委員
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野﨑伸也君「あ、してない。何月からとかて言

わしたですか」と呼ぶ）はい、８月から１１月

を予定しておるところです。 

○委員（野﨑伸也君） いいですか。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。まだやってない

んだけど、増額する理由っちゅうのをもう少

し、ちょっと詳しく知りたいんですけど。 

○委員長（増田一喜君） はい、水本観光振興

課長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。観光振

興課の水本でございます。 

 当初予算で予定をいたしておりました車両

の、福岡方面でのラッピング車両の走行といい

ますのは、基本的に車両にラッピングしたもの

を走行させるだけというふうなイメージでござ

いました。こちらにつきましては、その反応、

効果等の把握というのもなかなか難しいところ

があるのかなというふうに思っておりました。 

 したがいまして、今回、夢チャレンジの補助

を得まして、全体の事業で行います中で、広く

周知をメディア等を通じまして呼びかけまし

て、福岡県域の方に呼びかけまして、そちらか

らどういった反応があるかということを確認し

たいという作業もここの中で行いたいと思って

おります。 

 はがきやファクスでの車両を見ましたという

ようなお便りとコメントをいただいて、これ

を、どういった形で八代の広告媒体をごらんに

なっているかというのを把握しながら、今後の

福岡県域への観光の推進につなげていきたいと

いうところ、今度加味したところでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、わかりました。 

 この事業というのが県からの支出金ていうこ

となんですけれども、県のほうではこういっ

た、ほかに、他の自治体でですね、こういった

同じような事業をやられてるところがあるの

か、その効果っていうのをあるていうことで、

こういったことをまたやりたいていうふうに八

代市として思っているのか。 

 あとですね、今言われたように、その効果っ

ていうのをはかりたい、知りたいっていうのは

非常にいいことだと思うんですよ。それをなぜ

最初の当初予算のときにですね、一緒に乗っけ

てこなかったのかなというふうな思いがあるん

ですけれども、そこのところをちょっと説明お

願いしたいんですが。 

○委員長（増田一喜君） 水本課長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。まず、

ほかの自治体の状況ということでございますけ

ども、全く同じような形での取り扱いをやって

いるかというのは、ちょっとはっきり承知して

おりませんけども、鉄道でありますとかバスで

ありますとか、さまざまなところでラッピング

車両というのを見かけることはございます。た

だ、夢チャレンジ事業を使ってやっておるかと

いうのは、ちょっと把握してはおりません。 

 今回、私どものほうが予定をいたしておりま

すラッピング車両につきましては、宅配業者さ

んの車両を使ってということで、福岡県域で

の、特に福岡市中心部での車両走行ということ

を考えておりますけども、３台ということで、

これにつきましては、この車両のほうがどのく

らい認知されておるかというのがなかなかわか

らないというところで、さまざまな形でお便り

をいただくというところにしておるところでご

ざいます。 

 当初予算のほうで予定しておりましたのは、

いわゆる車両を走らせるだけというような形で

ございましたので、本来でしたらば、そこまで

金額を膨らませて、当初から一般財源でという

ことも考えることも必要だったかとは思います

けども、当初の段階では、そういうことで、そ
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こまで、車両を走らせると、アピールするとい

うところまでのところで想定したところでござ

います。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。確認したいんで

すけれども、当初から八代市としては走らせる

だけっていう思いがあったのかどうか。ただ、

その走らせた後の効果っていう検証までは考え

てなかったということなのか。あと、これは県

からのそういった事業をやらぬですかというよ

うな打診が来て、こういった予算計上したのか

どうかっていう。確認したいんですけど。 

○委員長（増田一喜君） 水本課長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。この夢

チャレンジ事業につきましては、いわゆる今年

度、２６年度事業の採択ということでございま

すので、年度に入りましてからの対応というこ

とで行っておりますので、当初予算の段階で

は、こちら、全体事業を大きくした形でのとい

うところは考えておりませんでした。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 前垣委員。（委員野

﨑伸也君「済みません、ちょっといいですか」

と呼ぶ） 

○委員（前垣信三君） あ、ごめんなさい。 

○委員長（増田一喜君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） 今、ちょっと答えにな

ってないんですよ。聞いたのの答えになってな

いんで、もう１回お願いします。 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 水本課長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。当初予

算の段階では、車両を走らせるだけというとこ

ろで考えておりました。その後、夢チャレンジ

事業、──これ例年行う、既に制度としてある

事業でございますけども、これを何とか膨らま

せてやりたいということを検討したのは、今年

度に入ってからということでございます。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。市のほうで検討

して、打診は、もう県のほうにお願いしてたち

ゅうことですよね、予算というか、そういった

ものを。こういった事業をやりたいんでどう合

致しますかとか、そういったことはやられたん

ですよね。 

○委員長（増田一喜君） はい、水本課長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。県のほ

うとは、こういった事業の内容が夢チャレンジ

の事業に適合するものなのかどうかということ

で、大枠の事業の中身のほうを県のほうとは打

ち合わせをさせていただいておりました。（委

員野﨑伸也君「はい、わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） はい。ほか、ありま

せんか。 

 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） 済みませんな。基本的

には、この地域づくり夢チャレンジ推進補助金

事業というのは県の事業であるんでしょうけれ

ども、例えばその中身は、ラッピングをしなさ

いよという内容じゃなかっでしょうから。八代

市の場合は、それを使ってラッピングで何か宣

伝効果を上げようかなという思いでされたの

か、県からこれをしなさいって補助をつけなは

ったのか、考え方はどっちなんですか。 

○委員長（増田一喜君） 水本課長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。当初予

算で上げましたラッピング車両につきまして

は、私どものほうで、ぜひ一つの福岡県域とい

うことをにらんだ部分でやりたいということで

当初予算で上げさせていただきまして、その

後、事業規模を膨らませて効果まで図りたいと

いうことにつきましても、私どものほうで、先

ほど申しましたように効果等も検証したいとい

うことで、私どものほうで検討し、その上で県

のほうに御相談したということでございます。 
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○委員長（増田一喜君） いいですか。 

○委員（前垣信三君） いいです。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。済みません、ク

ルーズ客船の誘致事業なんですけれども、また

ことしですね、こういった大きな船が入るとい

うようなことで、もう事前に準備したいという

ような話だと思うんですよね。先ほども間に合

わぬというような話でですね、今回に予算計上

したということなんですけれども。 

 前回のですね、県全体のですね、経済効果っ

ちゅうのが大体約１億ぐらいっていうような話

でですね、前回あったんですけれども、今回、

この客船っていうのがどれぐらいの規模なのか

もちょっとわからないんですけれども、経済効

果っていうのはどれぐらいで見込まれてるのか

ということと、あと、中国、船会社のほうから

打診は来てるけれども、いまだ確定がしてない

というような話なんですけれども、現状、どう

なんですかね。そこら辺のところをちょっと教

えてほしいんですが。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 宮村次長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。まだ

決定してない段階ですのでなかなかお答えしづ

らいところなんですけども、一昨年入ったの

は、上海から入った船はコスタ･ビクトリアと

いいまして、７万５０００トンを超える船でご

ざいました。今回、相談させてっていうか、予

定っていいますか、入港を期待しているのはも

う少し大きな船でございます。 

 それで、今、野﨑委員さんがおっしゃいまし

たように、前回の２日間で県内の経済効果、約

１億円効果をもたらしたということで、今回は

それ以上の、一昨年以上の大型の船が入ります

ので、当然、八代に来られる、八代港に入港さ

れるお客様もそれ以上にふえると思っておりま

すので、一昨年の実績を踏まえて、それ以上の

経済効果が上がるように、例えば八代市内での

コースのあり方ですとかは検討していかなきゃ

いけないのかなというふうに思っているところ

でございます。 

 なぜ決定しないのかというお話でございます

が、冒頭、御説明させていただきました、会社

としてもろもろの諸事情があって、まだ決定を

いただいてないというところでございます。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。会社としてとい

うようなことなんですが、これが決定するとい

うのはいつごろを、めど的にですね、思ってお

られるんですか。 

○国際港湾振興課長（桑原真澄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 桑原国際港湾振興課

長。 

○国際港湾振興課長（桑原真澄君） はい。桑

原でございます。お世話になります。 

 いつごろ決定するのかというようなお尋ねで

ございますけれども、実際のところ、上海のコ

スタ社のほうで、大体こちらのほうには、八代

港には入港したい旨のお話もいただいてはいる

ものの、本社のほうがイタリアにあるというと

ころで、そのあたりのお伺い等で時間がかかっ

ているのかなというところと、そのあたりも含

めたところで、いつごろというのは、ちょっと

わかりかねるというところでございます。一日

でも早く返事をいただきたいというふうには思

っております。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。今お答えいただ

いたんですけれども、一生懸命、多分ですね、

誘致のほうはですね、されてるというふうに思
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いますので、引き続きですね、そっちのほうは

頑張っていただきたいと思うんです。 

 何でそんな話をするのかって話なんですが、

やっぱり決まってからですよ、何日にそれ確定

したっていうようなところから、あそこでイベ

ントだったり何だったりやってるじゃないです

か、前回もですね、いろんな物産売ったりとか

っていうのも。そういったものが間に合うのか

どうかっていうようなところ、期日っていうの

はやっぱり決まってくると思いますんで、そこ

ら辺のところがですね、ちょっと心配というよ

うなことでございます。 

 あと、前回のですね、経済効果約１億円とい

うのは、熊本県内全体でって話だったですよ

ね。こういった船が来るっていうようなことで

あればですね、もちろん県全体の浮揚にもです

ね、貢献せないかぬとですけど、やっぱ八代で

ですね、お金をやっぱ落としてもらわぬと困る

ていうのがありますんで、前回どれぐらい八代

で落ちたのかっていうようなことも含めてです

ね、検証しながら、じゃあ、どやんすれば八代

でお金ば落としてもらえるとかって、さらには

どやんすればよかろうかっていうところばです

ね、ちょっと。検討されてるとは思うとですけ

ども、そういったことも含めて、やっぱ早く決

定してもらわぬと、こっちの準備もですね、難

しいと思いますんで。営業のほうはですね、営

業のほうで頑張っていただきたいと思います

し、こっち、商工のほうは商工のほうで、そう

いった地域の方々との連携というのもあります

んで、頑張っていただきたいというふうに思い

ます。 

○委員長（増田一喜君） 今のは意見でござい

ますね。 

○委員（野﨑伸也君） はい、意見です、最後

に。はい。済みません。 

○委員長（増田一喜君） ほかに質問ありませ

んか。ないですね。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。あ

りませんか。 

○委員（亀田英雄君） いいですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 今の野﨑委員の意見に

沿う話なんですが、やはり八代に幾ら落ちるか

という話もですたい、含めて、八代に、県内ち

ゅうような話ですが、八代が取り組む話ですけ

ん、そこはしっかり八代に落ちるような取り組

みもですね、しっかりしていただきたいという

ふうに考えます。また、その効果もですね、報

告していただきたいし、実績を上げるような働

きをしていただきたいというふうに考えます。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） ほかに御意見ありま

せんか。 

○委員（笹本サエ子君） いいですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） はい。遅くなりまし

たけど。 

 まだね、ちょっと確信が持てないとこなんで

すけどね。実際にもう既に決まっていた事業で

あるラッピング広告ということなんでね、一つ

がね。そして、じゃあ、そのラッピングは車両

の選定とか、そういうのも出てくると思うんで

すけど、もう大体構想としては決めておられる

のかどうか。決めておられなければ、やっぱり

この車両についてですね、民間のを使われるの

か。いろいろありますので、そのあたりはきち

んと公平にいくように検討をお願いしたいと、

意見を言っておきます。 

○委員長（増田一喜君） 御意見ですね。 

○委員（笹本サエ子君） ええ。 

○委員長（増田一喜君） はい、わかりまし

た。 
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 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） はい、ないようで

す。 

 以上で第６款・商工費について終了します。 

 引き続き、第５款・農林水産業費について、

農林水産部から説明を願います。 

 小会いたします。 

（午前１０時３７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３９分 本会） 

○委員長（増田一喜君） それでは、本会に戻

します。 

 先ほどに引き続き、第５款・農林水産業費に

ついて、農林水産部から説明願います。 

○農林水産部長（橋口尚登君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、橋口農林水産

部長。 

○農林水産部長（橋口尚登君） はい。皆さ

ん、おはようございます。（｢おはようござい

ます」と呼ぶ者あり） 

 それでは、議案第５４号・平成２６年度八代

市一般会計補正予算・第２号中、当委員会に付

託されました農林水産部関係につきまして、垣

下総括審議員兼次長より御説明いたします。 

 どうぞよろしく御審議方お願いいたします。 

○農林水産部総括審議員兼次長（垣下昭博君）

 はい、委員長。 

○委員長（増田一喜君） 垣下農林水産部総括

審議員兼次長。 

○農林水産部総括審議員兼次長（垣下昭博君）

 はい。おはようございます。（｢おはようご

ざいます」と呼ぶ者あり）農林水産部次長の垣

下でございます。よろしくお願いします。 

 それでは、議案第５４号・平成２６年度八代

市一般会計補正予算・第２号中、当委員会に付

託されました農林水産部関係分につきまして御

説明いたします。座って説明させていただきま

す。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○農林水産部総括審議員兼次長（垣下昭博君）

 それでは、補正予算書の１３ページをお願い

いたします。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目３・

農業振興費で、農地中間管理事業、強い農業づ

くり交付金事業、経営体育成支援事業の３事

業、補正額６億８２６万４０００円を計上いた

しております。 

 事業内容につきまして御説明いたします。農

地中間管理事業で２５４万８０００円を計上い

たしております。本事業は、担い手への農地集

積と集約化により、農業構造の改革と生産コス

トの削減を強力に推進するため、平成２６年度

から農地の中間受け皿として、都道府県に農地

中間管理機構を置くこととなりました。 

 熊本県では、熊本県農業公社が指定され、そ

の事業を円滑に実施するため、事業の一部を市

町村に委託するものでございます。 

 このため本市は、受託した業務を行うため八

代市農地中間管理事業推進委員を任用し、この

推進員を農業委員会に配置し、同委員会に専務

委任をするものでございます。 

 主な業務としましては、相談窓口、出し手の

掘り起こし及び交渉、借り受け希望者の選定及

び交渉、賃借料の収受、支払いなどでございま

す。特定財源としまして、全額、機構からの委

託料でございます。 

 次に、強い農業づくり交付金事業で５億９０

１６万２０００円を計上いたしております。本

事業は、トマト農家が直面する気象災害、とり

わけ台風災害による被害への対策として、気象

災害に耐え得る生産基盤を確立するために、低

コスト耐候性ハウス及び自動開閉装置、内張り

カーテン施設、循環扇、加温施設、防虫ネット

などの導入を行うもので、その事業費の２分の

１以内で補助するものでございます。 
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 事業内容としましては、農事組合法人八協連

がハウス１０棟、面積３２５アール、八代地域

農業協同組合がハウス２７棟、面積６８２アー

ルを予定いたしております。特定財源としまし

て、全額、県支出金を予定いたしております。 

 経営体育成支援事業で１５５５万４０００円

を計上いたしております。本事業は、人・農地

プランに位置づけられた中心経営体などが融資

機関から融資を受け、農業用機械、施設などを

導入する際、補助率上限３割、補助額上限３０

０万円の補助を受けられる融資主体型補助事業

と、融資に係る保証を行う追加的信用供与補助

事業でございます。 

 事業内容としましては、郡築地区で５経営体

がハウス、野菜移植機、トマトに利用する光合

成促進機、金剛地区で４経営体がハウス、コン

バイン、野菜移植機などを導入するものでござ

います。特定財源として、全額、県支出金を予

定いたしております。 

 次に、目４・園芸振興費で、くまもと稼げる

園芸産地育成対策事業で補正額７０７万５００

０円を計上いたしております。 

 本事業は、気候温暖化や燃油、資材などの高

騰を初めとした厳しい状況下で産地間競争に打

ち勝ち、園芸産地の維持発展を図るために、施

設、機械、基盤整備などの導入に対し、その事

業費の３分の１以内で補助するものでございま

す。 

 事業内容としましては、金剛地区堆肥散布機

械利用組合がマニアスプレッタ堆肥散布機、八

代地域農業協同組合郡築園芸部がハウス用自動

内張りカーテン施設、八代地域農業協同組合園

芸部がハウス用谷部自動換気施設をそれぞれ導

入するものでございます。特定財源として、全

額、県支出金を予定いたしております。 

 次に、目８・農地費で、土地改良施設維持管

理適正化事業で補正額９６０万円を計上いたし

ております。 

 本事業は、排水機場などの農業水利施設の機

能を長寿命化するため、定期的に施設の整備補

修を行うもので、熊本県土地改良事業団体連合

会の採択を受けた施設を順次整備するもので

す。今回は、鏡町の北新地排水機場の消音器を

一部交換するものでございます。特定財源とし

て補助基本額の９割、８５５万円が連合会から

交付されることとなっております。 

 １４ページをお願いいたします。 

 項２・林業費、目２・林業振興費で、木質バ

イオマスエネルギー利活用事業で補正額６４２

９万３０００円を計上いたしております。 

 本事業は、ことし３月に策定いたしました人

代市木質バイオマス利活用計画に基づき、熊本

県市町村等再生可能エネルギー等導入推進事業

と、木の駅プロジェクト推進事業を活用して実

施するものでございます。 

 まず、熊本県市町村等再生可能エネルギー等

導入推進事業では、補正額６１２９万３０００

円を計上いたしております。 

 事業としましては、さかもと温泉センターク

レオンに木質バイオマスボイラーと太陽光パネ

ル及び蓄電池を設置するものでございます。 

 事業費の内訳としましては、木質バイオマス

ボイラー及び太陽光パネル、蓄電池設置に係る

工事設計及び監理業務委託料としまして２１６

万円、木質バイオマスボイラー及び太陽光パネ

ル、蓄電池設置工事費としまして５６０４万４

０００円、木質バイオマスボイラー建屋設置工

事としまして３０８万９０００円でございま

す。特定財源として、補助対象外であります建

屋建設工事費以外は、全額、県支出金を予定い

たしております。 

 次に、木の駅プロジェクト推進事業で補正額

３００万円を計上いたしております。 

 本事業は、森林資源の有効活用、森林整備の

推進、森林が持つ公益的機能の発揮、化石燃料

などの使用量の抑制を推進し、エネルギーの持
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続的可能な地域循環型社会の形成を目指すた

め、木質バイオマス利活用推進協議会を設置

し、その運営に対し補助するものでございま

す。 

 事業としましては、バイオマス燃料の安定供

給や燃料供給企業の誘致についての協議、林地

残材を有効活用するための木の駅設置に関する

システムの構築及び事業効果の検証などを行う

予定でございます。特定財源としましては、全

額、県支出金を予定いたしております。 

 以上で、農林水産部関係分の補正予算につい

ての説明を終わります。御審議方よろしくお願

いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 強い農業づくり交付金

事業について伺いたいと思うんですが、県補助

に対する考え方ていうとは、県補助金だけんよ

かろうもんていう話もありますが、県のメニュ

ーていうとは、ここに書いてあるごてですよ、

強い農業づくりを活用し、生産・流通コストの

低減に向けた取り組みに必要な共同施設の導入

に対して補助するものというふうに思うんです

が、課長の説明、──次長かな、垣下さんの説

明では、気象災害に対する取り組みだというよ

うな説明があったと思います。県と話し合われ

る中で、メニューに合致するけんよか、こいば

採択されたという話だろうと思うんですが、そ

の辺の考え方についてちょっとお話しいただけ

ますか。県補助に合致したのか、八代から手ば

挙げたのかということも含めてですたい。 

○農林水産部総括審議員兼次長（垣下昭博君）

 はい。 

○委員長（増田一喜君） 垣下次長。 

○農林水産部総括審議員兼次長（垣下昭博君）

 はい。この事業につきましては、以前からも

ある事業でございまして、我々としてはもう、

生産者のほうにこういった事業がありますと。

最近は大きな台風はないんですけども、台風被

害が非常に受けやすいところでございますの

で、事業を推進したいというふうには考えてお

りました。生産者のほうに、農協、あとは生産

法人、いろいろありますけども、そういったと

ころにはお話をして、それで希望をとって、こ

の事業を進めているところでございます。 

 うちとしましては、この事業があるからやる

んではなくて、こういうふうに事業を有効活用

して、八代市の基盤を強力にしたいというよう

な気持ちでございました。 

○委員（亀田英雄君） わかりました。はい。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） そのような取り組み方

でですね、進めていってほしいと思うわけなん

ですが、結局こう、ハウスばいっぱい建ててい

くということは、量ばふやすちゅうことという

ような感じのすっとですよね。だけん、以前ま

あ、イグサもという話ばよく伺うんですが、つ

くっとばっかつくってですたい、結局ブランド

化の取り組みがおくれたりとか、今こう、つく

るばっかりの作業ていうのが、果たして八代の

農業によかことかということも考ゆっとですた

い。だけん、ハウスを建ててですよ、増産する

ことが今の目的なのか。どんな取り組みの中で

このハウスを増産するのかということへの考え

方というのがありますか。ハウスを増産するこ

とだけがいいのか、ハウス、トマトを増産する

ことだけがですよ、いいのかって。今、八代の

農業、今トマトがよかじゃなかですか。よかけ

んつくればよかっだいけんていう話で取り組み

なのか。それはもう私が今、──いろんな考え

方の中ですが、どのような考え方でハウスば増

産して、トマトを増産されていくおつもりなの

かですたい。その取り組み方、いろんな考え方
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があろうかと思いますばってんが、どんな考え

方をもとにこの事業を進められるのかと。 

○農林水産部総括審議員兼次長（垣下昭博君）

 はい。 

○委員長（増田一喜君） 垣下次長。 

○農林水産部総括審議員兼次長（垣下昭博君）

 はい。今回の事業につきましては、対象作物

はトマトで取り組んでおります。施設につきま

しては、ほかの作物も十分つくることは可能で

ございます。 

 今、我々とすれば、八代は今日本一の産地。

これもちょっとテレビであってたんですけど

も、熊本が日本一、第２位が北海道というよう

なところで、トマトにつきましては、もう日本

全国でつくられてる作物です。面積につきまし

ては、そんなに急激に今、八代市が伸びてるわ

けではございません。以前、もう古くなって、

もう台風にも、耐用年数も過ぎているような、

そういうのもありますので、そういうのも次に

かわる施設として新たに建てて、前あった分は

建て壊していくとか、そういうところもありま

すので、急激にふえてる状況ではありません。

はい。 

 あと、施設をつくるだけではなくて、この八

代市のブランド名、はちべえトマトというとこ

ろで日本全国に今売れております。トマトの品

種につきましても、やっぱり同じ作物を何十年

もつくってるわけ、品種をつくってるわけでは

なくて、いろんな品種試験を行っております。

そこの中で八代市に合った品種は何があるのか

ということも模索しながら、そして食味と、あ

とは日もちですね、そういうことを考えて、消

費者に愛される、受け入れられる作物を、品種

をですね、選定しながら現在やっております。

今は、一般会計予算の中にも品種比較というの

を入れております。そこの中でトマト品種比較

をしながら、そしてその施設を有効活用して、

さっき言いましたように消費者に愛されるトマ

トをつくりたい。 

 当面は、八代市の場合はトマトを中心とした

施設園芸が続けなければいけないと思ってま

す。ただ、これだけには頼っとるわけにはいき

ませんので、将来的にはどういった作物が必要

になるのかというのも、やっぱり検討をする必

要があるだろうし、そういうこともやっぱり担

当のほうとしては頭の片隅に置きながら、仕事

ばしてると思います。イグサのですね、二の舞

にならないようにですね、そのあたりは。今い

いからというふうじゃなくて、次のことをやっ

ぱり考えながら進めなければいけないだろうと

思っています。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 説明会のときにトマト

のみという話を伺ったもんですから、トマトだ

けの話ばしたっですが。このあっとがですね、

生産流通コストの低減に向けた、言葉を重ねれ

ばですたい、足腰の強い農業っていうふうに思

うとですたいね。つくるばっかりじゃなくてで

すたい、何かあったときも対応できるような

と。その中で低コストハウスと。やっぱりハウ

スだったっかと。だけん、何といいますか、い

ろんな施設、違う施設への取り組みもよかっじ

ゃなかろうかと思うとですたい。 

 意見になりますが、その辺のことも含めてで

すね、対応していただければと。今、垣下さん

言いなったことも含めてですね、しっかり、ト

マトばっかりじゃなくてですたい、そしてつく

るばっかりじゃなくて、いろんなこう、６次産

業化へ向けた取り組みをですね、図りながら進

めていただければというふうに思います。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。木質バイオマス
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エネルギー利活用事業のことについてお尋ねを

したいと思いますが、負担金補助及び交付金３

００万円は補助対象経費だと。建屋の設置工事

以外はですね、１０分の１０の補助っていうこ

とですが。ここに、机の上にこのイメージ図と

かっていうのがありましたんで、ちょっとこれ

をですね、利用させてもらいたいと思いますけ

ども。２６年から２８年まで３年ぐらいかけて

今、実践に向けていってますが、２６年度につ

いてはモデル地域の設定から木の駅プランの実

践、そして２７年度に検証、実践、そして２８

年度ぐらいにゴールに行こうというような計画

のようですが、一つわからないのはですね、お

金の循環がですね、この図でよくわからない部

分があるんですよ。 

 ていうのはですね、地域協議会が地域通貨券

を刷って発行すると。農林家の方が搬出したそ

れのかわりに地域通貨券を発行する。農林家の

人は商店街等でサービスを受ける。買い物をし

たり、温泉に入ったりする。それをその商店街

等は地域協議会にそれを持っていって換金する

という流れはわかるんですけども、林家が木の

駅に持っていった木材というのは、今度はペレ

ット製造工場とかチップ製造工場、まき製造者

等に行くわけですよね。そして最終的にはハウ

スとか温泉ボイラーあたりで使用すると。そう

すると、ここがお金を払わにゃいかぬですよ

ね、最終的に使う人が、そのペレットなりチッ

プなりまきなりを使う人が、私は当然お金を払

うと。それが地域通貨券の発行につながって、

循環していくということになるだろうと思うん

ですが、そこがこれにないんですよね。 

 考えられるのはですね、地域協議会というの

は県が地域協議会に対する支援をしますよと、

今回も３００万あげますよと。今回の３００万

は地域協議会の設立とか運営に使うんでしょう

けども、県がですね、市もそうでしょうけど、

支援すると。支援するから市と県で地域協議会

にこの搬出分のお金を負担してくれればいいん

ですけども、それ以外は最終的に使う人が、使

う事業所が私は負担するべきだろうと思うんで

すけども、そのあたりのこととですね、それが

一つと。 

 先進地がいろいろありますよね。九州では、

八代、２番目ですけども、その先進地は恐らく

かなり入念に調査をされて、この木の駅プロジ

ェクトをバイオマスエネルギー利活用基本計画

の中に盛り込まれてたと思うんですが、実はこ

の農林家がですね、この木の駅に搬出したとき

に、材積でも重量でもいいんですけども、立方

当たり、あるいはトン当たりに幾らぐらいに、

先進地は金になっているのか。 

 その２つをちょっととりあえず教えてもらえ

ますか。 

○水産林務課長（沖田良三君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、沖田水産林務

課長。 

○水産林務課長（沖田良三君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）水産林務課、沖田です。よろしくお願いい

たします。 

 まず、１点目の農林家が持ち込んだ分、木の

駅に売った木材の搬出先でございますが、まず

販売はですね、チップなりを製造する業者を想

定しております。そちらのほうが買い上げると

いうことを考えております。 

 それと、その代金を、この例でいきますと地

域通貨券ということが書いてございますが、も

ちろん地域で循環するシステムということで、

これは先進地の例にのってイメージつくってあ

りますが、この方法は幾つかあろうかと思いま

すので、これは八代、その地区に合ったやつを

今後、協議会の中で検討していきたいと思いま

す。 

 それと２点目が、単価につきましてはです

ね、木材の買い取り価格が３０００円。ほんの
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３０００円。それに先進地の例を見てみます

と、ＮＰＯ法人だったり、いろいろなところか

らの補助金を活用して上乗せ３０００円で、６

０００円で農林家のほうに渡っているというこ

とをお聞きしております。 

 以上です。 

○委員（松永純一君） はい、委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） ということはですね、

ペレット工場なり、チップ工場が金を出すとい

うことでいいわけですよね。（水産林務課長沖

田良三君「はい」と呼ぶ）これに書いてないで

すけど、矢印が。そこが払って地域協議会に行

って、地域協議会が地域通貨券を刷って発行す

るちゅうわけですよね。その理解でいいんでし

ょう。 

○委員長（増田一喜君） はい、沖田課長。 

○水産林務課長（沖田良三君） はい、それで

結構でございます。 

○委員（松永純一君） はい、委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） ということは、今度は

ペレット工場と最終……。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員、ちょっと

これ、後で説明あるんじゃないの。どうなの。 

○委員（松永純一君） そうですか。 

○委員長（増田一喜君） 資料がある、道の駅

のところで。（｢説明してからにしたほうがよ

かかもしれぬ」と呼ぶ者あり） 

○農林水産部長（橋口尚登君） 委員長、説明

しましょうか。 

○委員長（増田一喜君） はい、そうやった

ら。皆さん、これのあれ、こっちのほうを一生

懸命見られてるもんだから。（｢地域通貨券が

意味わからぬけんね」と呼ぶ者あり）はい。だ

けんで、どうしますか。こちらを先に……。ど

うせ資料として用意されとるんでしょう、これ

は。じゃ、こちらのほうを説明されたほうが、

今、松永委員が質問されてることがよくわかる

んじゃないかな。よろしいですか。 

 はい、沖田課長。 

○水産林務課長（沖田良三君） はい。失礼い

たしました。 

 それでは、お手元に配付しております資料の

説明をまずいたします。 

 木の駅プロジェクト推進事業の目的っていう

のがございますが、今まで利用されてなかった

林地残材等を木質バイオマスエネルギー等に利

用することを通じまして、林地残材等未利用材

の利用促進、さらに農林家の副収入の確保、エ

ネルギーの地産地消、ひいては森林、林業の活

性化を図るということで、この取り組みに対し

まして県が支援する事業でございます。 

 次に、右のほう、３になっておりますが、普

及に向けてということで、事業期間３年を想定

をしております。今年度、初年度ということ

で、先ほど御紹介ありましたが、モデル地域の

設定から木の駅プロジェクトの実践ということ

で、今後、協議会で検討を進めていきたいと考

えております。 

 最終年度では、それを地域に定着させるよう

な、そのような取り組みをしていきたいと思っ

ております。 

 下の段がイメージになっております。中心に

地域協議会がございますが、地域協議会で具体

的に協議する内容としまして書いてございます

けれども、調査等を通じた事業の仕組みづく

り、事業全体の管理、地域協議会の開催、先ほ

どありました地域通貨券の発行、管理、地域通

貨券利用可能店の確保、関係者との連絡調整な

どとなっております。 

 今後、協議会のほうで検討、協議していきた

いと思っております。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） いいですかね。は

い、松永委員。 
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○委員（松永純一君） はい。先ほどからちょ

っと途中だったんですが、ペレット工場とかチ

ップ工場が買い上げると。そうすると、その後

は、もう事業所間での金のやりとりでいいとい

うことで理解していいんだろうと思うんです

が、それが一つと。２６年度モデル地域の設定

とありますが、どこか実際に木の駅というのを

どこに設置するかというのが、もしわかってい

れば教えてもらいたいと思いますが。 

○委員長（増田一喜君） はい、沖田課長。 

○水産林務課長（沖田良三君） はい。木の

駅、実際、協議会のほうで今から検討していく

内容でございますので、今ここでですね、一概

にどこというのは言えませんけれども、まず、

東陽・泉地区に１カ所、その後、坂本・旧八代

方面に１カ所、当面２カ所の設置を検討してい

きたいと思っております。 

 以上です。（委員松永純一君「はい、わかり

ました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。まず、土地改良

施設維持管理適正化事業ということなんですけ

ども、済みません、これにですね、消音器の整

備工事っていうことなんですけれども、実際ち

ょっと、どれぐらいの規模の消音器なのか見た

ことないんでわからないんですが、これだけか

かるような、内容的にもちょっとわからぬとで

すけど、消音器って、こまかっしか見たことな

かもんだいけんですね、どれぐらいの規模なの

か、ちょっと教えていただきたいんですが。 

○委員長（増田一喜君） 潮崎農地整備課長。 

○農地整備課長（潮崎 勝君） はい。済みま

せん、手持ちの写真を持ってますので、それを

ちょっと遠目でございますが、まず見ていただ

ければと思います。 

 言葉で説明しますけども、北新地の屋上にで

すね、平屋の屋上建てに消音器が４つありま

す。３つがエンジンの消音器で、１つが発電機

用の消音器でございます。その消音器が劣化し

ましてですね、カバー等が割れて腐食し、中に

雨水等が入り込むということで、エンジンの不

完全燃焼を起こしているような状況です。 

 ４基のうち１基につきましては一番ひどかっ

たもんですから、２４年度にこの事業で交換を

しております。残り３つにつきまして適正化事

業で今年度の着工ができるということで、５月

に……。あ、済みません、何月だった、内示

は。（｢３月でした」と呼ぶ者あり）３月に内

示がございましたので、当初予算に織り込むの

が間に合わなかったので、今回、補正をお願い

するということになります。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。その４つあるう

ちの３つばするということですか、交換。 

○委員長（増田一喜君） 潮崎課長。 

○農地整備課長（潮崎 勝君） はい。そのと

おりでございます。 

 もう一つ補足いたしますと、マフラーと本体

部分をつなぐ配管部分、これもさびております

ので、その管の交換も今回一緒にやります。 

○委員長（増田一喜君） いいですか。はい、

野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、わかりました。

今のお話でいけば、いろんな計画を立てながら

ですね、やられてるっていうようなことで理解

をしたっですけれども、今後ですね、そういっ

た整備計画ちゅうか、ちょっと概算的にです

ね、どれぐらいのお金を必要とするのか、ちょ

っとわかる範囲で教えてほしいんですけれど

も。 

○農地整備課長補佐兼農地管理係長（林田安男
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君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 林田農地整備課長補

佐兼農地管理係長。 

○農地整備課長補佐兼農地管理係長（林田安男

君） こんにちは。農地整備課の林田です。よ

ろしくお願いします。 

 整備計画につきましては、過去、平成３年く

らいからずっとこの適正化事業を利用いたしま

して、整備を行ってきております。直近でいき

ますと、計画では２７年度が５００万ほど、そ

れと２８年度がですね、５３８万５０００円、

それと２９年度が６３７万５８００円、３１年

度が４００万円ほどの計画となっております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。ありがとうござ

いました。それで、もう終わりていうことです

か。もう大丈夫ですよというようなことで認識

よかですか。 

○農地整備課長補佐兼農地管理係長（林田安男

君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、林田課長補

佐。 

○農地整備課長補佐兼農地管理係長（林田安男

君） いえ。これからもずっと、計画のほう

は、随時、診断をいたしまして続けてまいりま

す。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、わかりました。

ありがとうございました。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（笹本サエ子君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） はい。経営体育成支

援事業のことですけど、この人・農地プランに

位置づけられた中心経営体などがとあります

が、中心経営体、八代市でそれに匹敵すると

か、経営体と言われる団体はどのぐらいあるん

ですか。 

○農業政策課長（小堀千年君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 小堀農業政策課長。 

○農業政策課長（小堀千年君） 今現在、５９

０ちょっと、６００弱が計画の中に中心経営体

として位置づけられているところでございま

す。（委員笹本サエ子君「はい、わかりまし

た」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（笹本サエ子君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

 はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。農地中間管理事

業のところなんですが、珍しかですよね。何か

公社のほうが設立されて、そこからまた市のほ

うに委託を受けるっちゅうのは、なかなか余り

聞かぬごた感じなんですけれども。この農地の

中間管理事業推進員ていう方をですね、農業委

員会の中に配置されるというような御説明だっ

たかと思うとですけれども、今の時点でどうい

った方を人選しようかなというふうに思われて

いるんですか。どこら辺から人選されるのか。 

○委員長（増田一喜君） 小堀課長。 

○農業政策課長（小堀千年君） はい。この推

進員につきましては、業務の内容からします

と、それなりの経験とか知識とかがあられる方

がふさわしいということであるかというふうに

判断しておりまして、例えば市町村、市とか県

とかのＯＢの方、そういった行政にかかわられ

た方、あるいはＪＡのそういった業務にかかわ

られた方の中からどうかなというところで考え

ておるところでございます。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。ちょっと関係な

いんですけど、３月の当初予算のほうでです
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ね、営農支援室のところでもですね、いろいろ

と人選されてですね、雇われたというようなこ

ともあってると思いますけれども、そこら辺の

ですね、ちょっとやっぱ気にする部分あります

んで、どういった方がですね、就任されたかと

かっていうのもですね。前回も私、そういった

話をしたんです、質問したんですけど、気にな

ってる部分でありますんで、そういったところ

は報告ですね、していただければ非常にありが

たいなというふうに思うんですけれど。今後の

話なんで、そこはよろしくお願いしときます。 

○委員長（増田一喜君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。引き続きですけ

れども、今回、農業関係にですね、非常にまた

県のですね、補助金とかっていうのでいろんな

メニューをですね、やってもらうというような

ことなんですけれども、全てにおいてですね、

やっぱり農業を強くしていこうとかっていう、

基盤整備していこうというような話の中で、こ

こ何年かずっと同じような事業がですね、ずっ

と国県の中でですね、補助事業という中で、八

代市もそれに乗っかって取り組んできたってい

うのが、経緯があっと思うとですけれども、果

たして本当にそれがですね、ちゃんと農家の基

盤強化につながったのかどうかっていうような

検証とかっていうのはですよ、そこら辺のとこ

ろは、国県のほうから、八代市さんにお願いし

ますよというようなお願いがあっているのか、

もしくは県国のほうが自分たちで勝手にちゃん

と調査して、その事業というのが、本当に税金

を投入して効果がある事業だったっていうよう

なことまで検証されるのかどうか、そこのとこ

ろをちょっとお聞きしたいんですけれども。 

○農林水産部総括審議員兼次長（垣下昭博君）

 はい。 

○委員長（増田一喜君） 垣下次長。 

○農林水産部総括審議員兼次長（垣下昭博君）

 はい。国県の事業につきましては、毎年実績

報告を出すようになっております。目的を決め

ておりますので、その目的に対して達成度合い

はどうだったのかということを出すようにはし

ております。 

 あと、国の事業につきましては、毎年会検

を、──会計検査を受けております。全部では

ないんですけども、抜き打ちで何カ所か受けて

おります。 

 あと、目的に達成していないというところに

つきましては、我々のほうで、──私たちのほ

うと、あと、国県のほうで指導を行って、目的

をちゃんと達成するようにっていうことで指導

しているところでございます。 

○委員長（増田一喜君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。済みません、ち

ゃんとやっておられるということで非常にびっ

くりしたんですけれども。ありがたいことだな

というふうに思うとですけれども、今、達成し

とられないところっていうのは、結構な数あり

ますか。あと、そういった方々は今、御指導さ

れて達成できるようになったのかどうかちゅう

のをちょっとお聞きしたいんですけど。達成し

たのかどうかですね。 

○農林水産部総括審議員兼次長（垣下昭博君）

 はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、垣下次長。 

○農林水産部総括審議員兼次長（垣下昭博君）

 はい。今まで未達成というところでは、ハウ

ス関係ではございません。目的というのは、施

設をつくって、そこにちゃんと、例えばトマト

で採択を受けたならば、トマトをつくったの

か、つくっていないのかというのをまず見ま

す。収量がどうだったのかというところまで調

べますので、例えば目的を達成しなかったとい

うときには、病気が出て収量が少し落ちたと

か、そういうのはございますけども、故意に目

的を達成しないというのは今までございません

でした。 
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○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、わかりました。

非常にですね、何年もこういった同じ事業です

ね、続けてきてもらってるという中で、八代市

としてもですね、本当によくなってるんだろう

なというような、何ちゅうか確信じゃないんで

すけど、そういった感覚はですね、私たちも受

けるんですよ。そういったこともあって、やっ

ぱきちっとですね、そういった点検っていう

か、やっぱ税金使ってですね、これをやっても

らってるというのもありますんで、そういった

ところを非常にですね、大丈夫かなっていうよ

うな心配してましたんで、ちゃんとやっておら

れるちゅうことで、ちょっと安心をしたところ

でございますし、そういったところを何でしょ

うね、もう少し何かＰＲできれば非常にいいか

なっていうように思うんですけどね。そういっ

たことも考えながらですね。 

 あと、これ、担い手の関係をちょっと聞きた

いんですけれども、集積の関係ですよね。ここ

がですね、これも何年もちょっとやっておられ

るというようなイメージがあるんですけれど

も、まだ集積するような面積がどれだけあるの

かと。多分ちっちゃい農家さんとか、もうやめ

らすところば集積して、どやんですかと、やら

ぬですかっていうようなことをやっておられる

というふうにちょっと思ってるんですけども、

そういったところがまだたくさん残ってるのか

どうか、こういった事業はまだまだ続けていく

必要が八代としてあるのかどうかですね。ちょ

っとそういったことをお聞きしたいんですが。 

○委員長（増田一喜君） どなたが答えられま

すか。 

○農業政策課長（小堀千年君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 小堀課長。 

○農業政策課長（小堀千年君） 今、ここに、

手元に具体的な数字、こんだけあるとか、そう

いったデータはございませんが、借り手市場と

いいますか、であるのは確かでございます。規

模を拡大したいといったところの希望は多いと

ころでございます。ただ、その辺の、貸し手側

のほうの数字とか、そういったデータは今、手

元にはございません。申しわけございません。 

○委員長（増田一喜君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。ここの説明もち

ょっと今あったっですけども、集約化っていう

とば促進させるために、その機構をつくられた

ということなんで、多分そこが中心となってい

ろんなやられるというようなことだろうという

ふうに思うとですけれども、市のほうでもやっ

ぱそういったところまでですね、ちゃんと連携

しながら把握しとってもらえれば、非常にあり

がたいかなというふうに思います。よろしくお

願いします。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（村上光則君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、村上委員。 

○委員（村上光則君） ただいま野﨑委員のほ

うから質問がありました中間管理事業のところ

の事業内容ですが、この中に需用費とあります

が、ガソリン代としてありますが、ほかの軽油

とか灯油とかはならぬとですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、小堀課長。 

○農業政策課長（小堀千年君） はい。そこに

ございます需用費のガソリン代でございます

が、これは推進員が現地の確認ですとか、ＪＡ

との連絡、あるいは県との連絡とか、そういっ

た事務連絡とか、そういった公用車に使う部分

のガソリン代でございます。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（村上光則君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） はい、ないようで
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す。以上で質疑を終了します。 

 御意見がありましたら、お願いいたします。

ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 これより採決いたします。 

 議案第５４号・平成２６年度八代市一般会計

補正予算・第２号中、当委員会関係分につい

て、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は委員長に御一任願いたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 小会いたします。 

（午前１１時２１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２３分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、本委員会に付託となっている請願、陳

情はありませんが、郵送にて届いております要

望書について、写しをお手元に配付いたしてお

りますので、御一読いただきたいと存じます。 

                              

◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・病院・水道事業に関する諸問題の調査 

○委員長（増田一喜君） 次に、当委員会の所

管事務調査２件を一括議題とし、調査を進めま

す。 

 当委員会の所管事務調査は、産業・経済の振

興に関する諸問題の調査、病院・水道事業に関

する諸問題の調査、以上の２件です。 

                              

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（被

災農業者向け経営体育成支援事業（平成２５年

度の大雪）について） 

○委員長（増田一喜君） このうち、産業・経

済の振興に関する諸問題の調査に関連して２

件、執行部から発言の申し出があっております

ので、これを許します。 

 それでは、まず被災農業者向け経営体育成支

援事業（平成２５年度の大雪）についてをお願

いいたします。 

○農林水産部長（橋口尚登君） はい、委員

長。 

○委員長（増田一喜君） はい、橋口農林水産

部長。 

○農林水産部長（橋口尚登君） はい。それで

は、被災者向け経営体育成支援事業について報

告させていただきたいと思います。 

 本年２月に、阿蘇地域を中心として豪雪被害

が発生したことは御存じのことかと思います。

阿蘇市内に本市の農業者２経営体が出作をされ

てますが、そのハウスも被災したということ

で、今後の復旧事業について、小堀農業政策課

長より御報告いたします。よろしくお願いいた

します。 

○農業政策課長（小堀千年君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、小堀農業政策

課長。 

○農業政策課長（小堀千年君） はい。それで

は、被災農業者向け経営体育成支援事業（平成

２５年度の大雪）について説明させていただき

ます。座らせて説明させていただきます。 

○委員長（増田一喜君） はい。 

○農業政策課長（小堀千年君） まず、今回、

この案件を本委員会にお出しした趣旨をそこの
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資料に箇条書きで記しておりますが、今、説明

がありましたように、ことしの冬、日本各地で

豪雪被害があったことは記憶に新しいところか

と思います。 

 本県におきましても、阿蘇地域を中心とした

県北部で大雪による被害が発生しまして、とり

わけ２月１３日から１４日にかけての大雪で

は、農業用ビニールハウスが雪の重みで潰れる

など、農業用施設に大きな被害があったところ

でございます。実は、本市からその阿蘇市に出

作をしている農業者、２経営体でございます

が、がございまして、トマト用のハウスに被害

を受けております。 

 市といたしましては、国の災害復旧事業でご

ざいます被災農業者向け経営体育成支援事業に

乗せまして、一刻も早い復旧と経営の再開を図

りたいと考えているところでございます。た

だ、見積もりでは概算は出ているものの、正確

な事業費が固まっていないため、今回の補正に

は出せなかったところでございます。今後、事

業費が確定次第、補正予算に計上させていただ

きたいと思っております。災害復旧ということ

で、議会手続を含め事務手続が前後することか

ら、本委員会で御報告をいたすところでござい

ます。 

 そこで、被害状況、事業概要などについて説

明させていただきます。まず、被害状況でござ

いますが、被害を受けたのは、資料の表でござ

いますが、Ａ、Ｂとしておりますが、２つの経

営体でございます。いずれも株式会社の形態を

とっております。Ａ社が単棟ハウス７棟、面積

で３１５３平米、それからＢ社が同じく単棟ハ

ウス２２棟、６４０２平米とあわせまして作業

用プレハブ１棟９５平米、これに被害を受けて

おります。場所はいずれも阿蘇市の波野地区で

ございます。 

 また、概算の被害額、これは撤去・再建費用

ということになりますが、これにつきまして

は、Ａ社が９５０万弱と、それからＢ社が２０

００万程度といったところでございます。 

 参考までに、下の写真にありますような状態

で潰れたといった状況でございます。左上の写

真が被災直後といいますか、ちょっと雪が解け

た状態で、少し雪が残ってビニールがかぶって

る状態でございます。それと、右下のほうが、

その後、被覆のビニールを剥がして骨材が出て

いる状況で、このような状態での被害というよ

うなことでございます。 

 ちなみに、この２社の施設がございます阿蘇

市の被害状況でございますが、全体で１５９戸

の農家が被災されておりまして、ビニールハウ

ス２６２棟、面積で６万１１２０平米──６町

ちょっとですね、ということです。被害額は、

これも概算でございますが、約２億６０００万

ほどというふうに聞いております。 

 資料は次のページになりますが、こうした被

害に対しまして、農林水産省では次のような方

針を打ち出し、被害に対する復旧支援を行うこ

とにしたところでございます。 

 今回の大雪により、地域の基幹産業である農

業が壊滅的な被害を受けていることに鑑み、産

地の営農再開及び食糧の安定供給に万全を期す

るため、地方公共団体にも補助を求め、地方公

共団体の復旧支援を後押しするため、今回の豪

雪に限った特例的な措置を講ずると。農家負担

を震災関係と同じ１０分１負担となるように講

ずると。そういうことで、具体的には被災農業

者向け経営体育成支援事業において行うという

ことでございます。 

 そこの枠囲みの中でございますが、この事業

は大きく分けて、再建、修繕に係る部分と撤去

に係る部分の２つから成っております。再建、

修繕に係る部分は、通常ですとこの事業は国が

３分の１を負担することになっておりますが、

今回の特定措置として２分の１が国から補助さ

れますので、残り半分を、そこの資料にありま
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すような割合で負担するというようなことにな

ります。また、再建、修繕の前段として、当

然、壊れた施設の撤去作業というのが伴ってま

いりますが、その費用につきましては、国が２

分の１、残りを県と市町村で４分の１ずつ負担

するというような事業になっております。 

 ただ、この事業の該当する市町村でございま

すが、資料の枠の一番下に書いておりますよう

に、荒尾市、阿蘇市から一番右の山都町まで８

市町村というふうになっております。したがい

まして、八代市からは、被災農家があるにもか

かわらず、事業の申請が行えないというような

ことになります。 

 そこで、阿蘇市さんのほうに八代市の分もあ

わせて申請してもらうことはできないかといっ

た御相談を申し上げましたところ、この２件分

の市町村負担を八代市が負担してもらえるんで

あれば、本事業に係る事務のほうは阿蘇市のほ

うで行うといった旨の返事をいただいたところ

でございます。 

 そこで、本市の負担は幾らになるのかという

ことになるかと思いますが、この事業につきま

しては、再建、修繕に係る市町村負担のうち７

割が、また、撤去に係る市町村負担のうち８割

が、それぞれ特別交付税の措置がされることと

なっております。上の図の負担割合でいきます

と、青いところ、１０分の２の市町村負担のう

ち７割が特別交付税措置がされる。それからま

た、その下の撤去のところの青いところです

ね、４分の１の市町村負担のうち、この８割が

特別交付税措置があるということでございま

す。 

 これをもとに、実質的な市町村負担は幾らに

なるかというのを計算したのが一番下の表にな

ります。すなわち、特別交付税を差し引いた実

質的市町村負担は、Ａ社、Ｂ社合わせて約１６

０万円程度が見込まれるところでございます。

この分を、後日、阿蘇市に事業負担金として支

払うというようなことでどうかと、現在、阿蘇

市と事務レベルではありますが、協議をしたと

ころでございます。 

 このような形で、本市の被災農家が阿蘇市の

被災農家と同様の支援措置を受けられるように

し、一刻も早い本市農家の復旧と経営の再開を

図りたいというふうに考えておりますので、ど

うか委員の皆様の御理解をよろしくお願い申し

上げます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） はい。本件につい

て、何か質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（亀田英雄君） 一ついいですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 阿蘇まで行かれた理由

ていうのはあっとですかね。 

○農業政策課長（小堀千年君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、小堀課長。 

○農業政策課長（小堀千年君） この２戸の農

家が阿蘇市に出作をしている理由ということで

すね。阿蘇っていうのは、当然こちらと違って

山間、高いところにございますので冷涼な気候

で、もともと夏秋トマト、夏から秋にかけてト

マトをつくっておられる産地でございます。こ

ちらは冬場のトマトと。 

 ここは会社経営されてるように、人を雇って

されてるような大きな農家さんですから、雇用

を通年通して使えるというメリットが一つござ

います。 

 それと、契約先に対しまして、自分とこの品

物を通年通して供給できるっていうことで有利

な契約ができると、そういったメリットがあり

ますもんですから、そういう阿蘇市という、こ

こから見ると遠いんですけども、そういうメリ

ットを生かした経営をされてるところの経営体

ということでございます。（委員亀田英雄君

「わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません
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か。 

○委員（松永純一君） 一ついいですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） 特別交付税の措置は、

これは八代市に入ってくるんですか、阿蘇市に

入ってくるんですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、小堀課長。 

○農業政策課長（小堀千年君） はい。阿蘇市

から申請ですので、阿蘇市に入ります。 

○委員（松永純一君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） 補正予算を予定してお

られるのは１６０万ということでいいんです

か。 

○農業政策課長（小堀千年君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 小堀課長。 

○農業政策課長（小堀千年君） はい。そのぐ

らいの額になると。今、概算ですので、交付税

を差し引いてそのくらいの額になるだろうとい

うふうに見込んでおります。（委員松永純一君

「わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） はい。よろしいです

か。 

 はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） 済みません、一つだけ

確認なんですけど、この被災農業者向け経営体

育成支援事業というのが、八代市に住所を構え

とらすこの２つのところの団体が被災されたん

で、住所がここにあるけんが、こん事業では八

代市がそうやってせぬばんっていう話なんです

か。実際はこれ、阿蘇なんでしょう、あるとこ

ろは。阿蘇がしてくれればいいんじゃないかな

っていうふうに私は思ったんですけれども、そ

れは考え方として間違ってるんですかね。 

○農業政策課長（小堀千年君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 小堀課長。 

○農業政策課長（小堀千年君） はい。農地が

阿蘇市にある、住所地は八代市である。この事

業の対象は、属地主義っていいますか、そこの

農地があるところの市町村で申請を行うという

ようなことになっております。それで、八代市

は対象の市町村にならないということで、八代

市からは申請ができないというようなことです

ね。 

 阿蘇市が、じゃあ、その市町村負担を出すの

かと。阿蘇市のほうから言わせますと、その２

戸の農家については、税金ですね、固定資産税

とか、そういった何のそういう収入があるわけ

でもなくて、ただ、出作をしてトマトをつくり

に来とらすだけの農家というようなことで、阿

蘇市から市町村負担を出すことは、なかなか市

民の理解が得られない、厳しいと、難しいとい

うようなことで、八代市のほうからこの２件分

については出してくださいというようなことで

ございます。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。固定資産税は、

土地があっちにあるんで、あっちに支払われて

ると思うとですよ。収入の関係で、法人税と

か、そういったお金はこっちに、八代市に入れ

てもらってると思うとですけど、そこはどやん

ですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、小堀課長。 

○農業政策課長（小堀千年君） はい。あそこ

の土地を借りておられるので、この法人の持ち

物でないので、地代という形では納めて、その

地主さんが最終的に固定資産税は納められるん

だと思うんですけども、直接的に税という負担

はされてないというようなことでございます。 

 この事業では、市町村負担は任意っていいま

すか、地方公共団体の任意になっておりますん

で、阿蘇市が、そういう出す、出さないは決め

ることができるといったことでございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） 県のほうには、そうい
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った事情を話してから、こういったところ、八

代市としてもちょっと難しいとかっていう御相

談とかはされたっですか。逆に事業の発案ちゅ

うか、発端は何なんでしょうか。その事業者か

らのほうから、この２団体のほうから、八代市

さん、どやんかしてくれぬですかって言われた

のかどうなのかちゅう話ですけど。 

○委員長（増田一喜君） はい、小堀課長。 

○農業政策課長（小堀千年君） はい。阿蘇市

のほうで、周りの農家さん皆さん被災されてお

りますんで、その中でこういった支援事業があ

るという情報を農家さん聞かれて、それで申請

するのに自治体を通して、市町村通して申請し

てくださいというようなことを聞かれたという

ことで、農家さんも私どものほうに御相談に来

られた。 

 ただ、阿蘇市さんにそこで聞きましたとこ

ろ、八代市は対象にならないといったところで

協議しまして、今、説明しましたような形でい

くのはどうだろうかというような話になったと

ころでございます。阿蘇市としては、そういう

市町村負担は出せないと。ただ、周りの農家が

国からの手厚い支援を受けて復旧する中で、八

代市のその２戸だけが自力で立ち上がれという

ようなことは、なかなか同じ農業振興する立場

から言えないと、私どももそういう事務的なお

手伝いだったらばできるんだけども、市町村負

担についてはそちらでお願いしたいと、そうい

った経緯でございました。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。何か、国の事業

なのか県の事業なのかよくわからぬとですけれ

ども、何となくですね、どこを見て事業をやっ

てるのかっていうのがよくわからぬような事業

かなと思うとですけれども。とにかく今言われ

たように、八代市の方、事業体というようなこ

とで、いろいろ大きな考えでいけば、支出する

のは、別に、特に問題はないかなというふうに

私は思ったんで、はい。ちょっと手厚く、団体

の方とですね、いろいろやりとりしながらやっ

ていただければと思います。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（笹本サエ子君） いいですか。 

○委員長（増田一喜君） 笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） 私の感想ですけど

ね、確かに八代在住、固定資産税、全て税金、

八代に納めてらっしゃる農家の方が、今回、被

災されたという話は聞いておりました。どうな

るのかなと思ってましたら、一応阿蘇市からの

申請でないと国は認めないと。災害のね、場所

が阿蘇なもんですから。そういうことで事務手

続はね、阿蘇のほうでやりましょうと。そのか

わり農家のね、２軒については八代のほうで負

担する分は負担してくださいということで話が

ね、進んでいるというふうに、きょう初めて知

ったわけですね。 

 私は、やっぱりこの２つの農家の皆さん、経

営主体の皆さんは、大いにこれからも頑張って

ね、やっぱり八代市に貢献していただくと。税

金等についてね。そういうふうなね、頑張りを

見せてほしいと私は要望したいと思います。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で、被災農業者向け経営体育成支援事業

（平成２５年度の大雪）についてを終了いたし

ます。 

 小会いたします。 

（午前１１時４０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時４１分 本会） 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（平

成２５年度「東陽交流センターせせらぎ」にお

ける燃料費増加への対応について） 
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○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、平成２５年度「東陽交流センターせせ

らぎ」における燃料費増加への対応についてを

お願いいたします。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

 東陽交流センターせせらぎにおける燃料費の

増加への対応につきましては、３月に御報告、

御説明させていただいたところでございます

が、その後の対応について、担当課長をもって

説明させますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（増田一喜君） はい。松岡東陽支所

総務振興課長。 

○東陽支所総務振興課長（松岡 猛君） は

い。東陽支所総務振興課の松岡でございます。

平成２５年度「東陽交流センターせせらぎ」に

おける燃料費増加ヘの対応について御報告させ

ていただきます。後は座らせていただいて説明

させていただきます。 

○委員長（増田一喜君） はい。 

○東陽支所総務振興課長（松岡 猛君） 本案

件につきましては、前回３月の本委員会におき

まして、平成２６年１月末までの状況をもとに

報告いたしました、その事項につきまして、そ

の後の処理を報告するものでございます。 

 ３月の御報告では、東陽交流センターせせら

ぎ、ボイラーの燃料費が、燃料、――これは灯

油ですけれども、灯油単価の上昇とボイラー等

機器の効率低下による燃料使用量の増加という

２つの要因により増加いたしまして、このうち

機器の効率低下による著しい負担増分につきま

しては市が負担すべきとの考え方のもと、１月

末の灯油ボイラー２号機の入れかえ後の２月、

３月の燃料使用量の改善状況を見きわめ、精査

した上で、専決予算等により調整を行わせてい

ただきたいと御報告をいたしたところでござい

ます。 

 １月３１日にボイラー２号機の入れかえ工事

を完了し、その後、新たなボイラーの運転によ

る２月、３月の燃料使用量を精査いたしました

ところ、燃料使用量の改善は見られませんでし

た。したがいまして、燃料使用量増加に伴う燃

料費増加の理由が機器の効率低下によるものと

は言えず、よって市が負担すべきではないと判

断し、調整は行わないことといたしました。 

 以上、御報告とさせていただきます。 

○委員長（増田一喜君） はい。本件につい

て、何か質疑、御意見等はありませんか。ない

ですね。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で、平成２５年度「東陽交流センターせ

せらぎ」における燃料費増加への対応について

を終了いたします。 

 当委員会の所管事務調査について、ほかに何

かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 以上で所管事務調査

２件についての調査を終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 所管事務調査２件については、なお調査を要

すると思いますので、引き続き閉会中の継続調

査の申し出をいたしたいと思いますが、これに

御異議ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） はい。御異議なしと

認め、そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもって経済企業委員会を散会いたしま

す。 

（午前１１時４５分 閉会） 
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